
































（1）明日の集まりでは，〔先に行った〕人が，迎えに来てくれる。   






























も含めて考えてみる。   
































（6）きのう学校に行かなかった。   



























1－3 非制限節   
「制限／非制限節」の規定は金水1986，三宅1992等に従う。これらの先行研  
究において，少なくとも取り扱われている範囲では，はっきりとした食い違い  
はないようである。制限節／非制限節を分ける最も適当なテストは，疑問語の   
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挿入の可否（挿入して主節疑問文の焦点となりえれば制限節，なりえなければ  
非制限節）であろうと目されるので，本稿でも，どちらに属するのか確認する  




・ 引用節の一部（非制限的引用節）  
・連体節の一部（非制限的連体節）  
・ テ形節の一部（非制限的テ形節）  
・連用形節の一部（非制限的連用形節）  
・ ナガラ（逆接）節   
・ ノニ節  
・ ノデ節  
・ テモ節   
・ ガ節  
・ カラ節の一部（非制限的カラ節）  
・ ケレド節（「ケレドモ」の形もこれに含める）   





a 引用節の一部（非制限的引用節）   
b 連体節の一部（非制限的連体節）   
C ノこ節   
d ノデ節   
e シ節   
f ガ節   
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g カラ節の一部（非制限的カラ節）   
h ケレド節（「ケレドモ」の形もこれに含める）  
の8種類ということになる。3．以下で，これらの節がそれぞれ主節時基準現  






3－1従属節ル形・主菊夕形の場合   
ここでは，従属節ル形・主節夕形の場合に，それぞれの節に主節時基準現象  















発話時よりも前という主節時基準の読みを持っている。これに反し，以下の（12）   
























（19）〔肩を傷めている〕から，試合に出なかった。   
























せのいかんに関わらず，全て主節時基準の解釈を持つ。   
一方，非制限的連体節においては，従属節がタ形の場合，主節時基準になる  
ことは，あまり普通ではない。（23）における主節時基準の読みとは，「ワシン   





























りと不自然さを感じる。   

























3－31従属菊ル形・主節夕形の場合   
まず，従属節ル形・主節夕形の場合のa（非制限的引用節）であるが，この  
場合，従属節が丁寧形でも主節時基準現象が起こりうるようである。  
（8）彼は〔このままではジリ貧になる〕と，強引に勝負に出た。   




























丁寧形にした（39〉（40）には主節時基準の読みが許容されなくなっており，   
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発話時基準の読みだけが残っているようである（内容上発話時基準に読みにく  
い（39）は，そのため若干不自然である）。従って「あの時」を挿入したため  

























（14）〔あとで時間が必要になります〕から，仕事を増やしませんでした。   


























みを持つ。   
一方，bの非制限的連体節は，限られた条件の元で従属節夕形・主節ル形の  
場合に主節時基準の読みを持つが，この場合，丁寧形にすると主節時基準の読  
みが失われるようである。   



























時基準の読みしかない。   
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う現象があり，引用節内の要素が，必ずしも発話時の影響を全く受けないとい   











ガ節型非制限節と呼ぶことにする。   
ノこ節型非制限節のうち，bの非制限的連体節のみが，場合によってはタ形  
においても主節時基準現象を許し，他のC，d，eの節とは若干異なる振る舞  








4－3 制限諒との関係   
既に述べたことと重複もあるが，ここまで扱ってきた非制限節と，制限節と  





共通点が多いことになる。   
また，ガ節型非制限節は，どのような場合でも主節時基準現象を起こさない  
という点，制限節から最も離れた位置にある。特殊な性格を持つ引用節を除外   
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すれば，制限節とガ節型非制限節が離れており，その間にノニ型非制限節が位  






























の事実については工藤198弛参照）。   
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